「第１回社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会　実践発表会」の実施について
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　　　　　ひまわりパーク上牟田　施設長　　日隈　富貴雄

　「福岡市手をつなぐ育成会として、自分たちの実践を出し合い、日々の実践に繋がる研修会を作りたい。」という理事長の思いを受け、実施に向け実行委員会を立ち上げて取り組んできました。
　実践発表の流れを作ることを当初の目的として、各施設の報告を順次回していく方向で取り組みました。今年度は、育成会として開所が早いひまわり園と福岡ひまわりの里に実践を報告してもらいました。
　ひまわり園の竹内巌主任からは、「待つ」という支援を利用者の変化と重ね合わせながら発表してもらいました。利用者目線の支援を考える時、大きな視点となる「待つ」という取り組みの大切さを改めて考えさせられました。
　福岡ひまわりの里の阿部主任からは、「機能回復訓練」についての実践報告をしてもらいました。育成会全体を考えても、利用者の高齢化による様々な課題が見えてきています。これからの豊かな生活を支援するためにも、残された機能を十分に活用するための地道な取り組みが求められます。目の前の利用者の姿と重なる実践報告でした。
　今年度第１回目の取り組みとして、たくさんの不安を抱えながらの船出となりましたが、参加者は来賓の方々も含めて９０名を超えるものとなりました。アンケートを見たら、実践発表会への意欲的な意見が多く、今後も続けてほしいという意見がほとんどでした。皆さんから頂いた意見を活かしながら、着実に船を進めていけるよう実践発表会をさらに充実発展させていきたいと思います。
　次年度は、ひまわりパーク六本松とひまわりパークつぼみからの実践発表を予定しています。より良い実践発表会になりますよう、皆様方の協力をよろしくお願いします。
